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コ ー ド 番 号 2202 本社所在都道府県 東京都
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代表取締役 社長

お客様コミュニケーション部長 TEL (03) 3273 - 3355

決算取締役会開催日
米国会計基準採用の有無 無

１. 18年9月中間期の連結業績（平成18年4月1日～平成18年9月30日）

(1)連結経営成績 (注)金額は百万円未満を切り捨て

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

18年9月中間期 2,387 △46.1 2,623 △39.0

17年9月中間期 4,433 4,300

18年3月期 16,460 16,160

  

百万円 ％ 円　　銭 円　　銭

18年9月中間期 849 △47.9 2.23 －

17年9月中間期 － －

18年3月期 －
(注)①持分法投資損益
    ②期中平均株式数(連結)
    ③会計処理の方法の変更 無
    ④売上高、営業利益、経常利益、中間(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率

(2)連結財政状態

百万円 百万円 ％ 円　　銭

18年9月中間期 45.3

17年9月中間期 44.5

18年3月期 45.3

(注)①期末発行済株式数(連結)

　　②平成17年9月期および平成18年3月期の数値につきましては、従来の「株主資本」、「株主資本比率」および「１株当たり株主資本」
　　　を、「純資産」、「自己資本比率」および「１株当たり純資産」の欄にそれぞれ記載しております。

(3)連結キャッシュ･フローの状況

百万円 百万円 百万円 百万円

18年9月中間期 4,129

17年9月中間期

18年3月期

(4)連結範囲及び持分法の適用に関する事項

(5)連結範囲及び持分法の適用の異動状況
    連結（新規）　 2  社  （除外）  -  社      持分法（新規）　 -  社   （除外）　-  社

２. 19年3月期の連結業績予想(平成18年4月1日～平成19年3月31日)

　
百万円 百万円 百万円

通  期

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 13円12銭 
※上記の予想は、現時点における事業環境において、入手可能な情報に基づき作成したものであります。
　実際の業績は、今後の様々な要因により予想値と異なる可能性があります。
　なお、業績予想に関する事項は添付資料の11ページを参照して下さい。

395,000 12,000 5,000

    連結子会社数  23　社    持分法適用非連結子会社数　  -  社    持分法適用関連会社数　1　社

売　　上　　高 経　常　利　益 当　期　純　利　益

19,513 △ 18,822 △ 4,687 18,755

△ 8,639 △ 2,846 11,330

3,871 △ 11,284 △ 1,566 13,702

キャッゲp ��D�
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（単位：百万円）

当中間連結会計期間末 前中間連結会計期間末 前連結会計年度

(平成18年9月30日現在) (平成17年9月30日現在) (平成18年3月31日現在)
   科       目 金額 構成比率 金額 構成比率 金額 構成比率

% % %
Ⅰ    

 32,952  27,012  27,164

23,620  16,729  23,511

20,000 -       -       

2,500 -       -       

13,870  11,752  12,654

1,144  1,067  4,170

4,499  4,893  4,345

270  270  290

4,491  4,074  4,713

49  678  262

8,647  9,729  9,864

112,046 32.3  76,206 22.9  86,976 25.0
Ⅱ   

20,000 40,000 40,000

14,328  24,837  17,485

15,425  11,420  13,642

20,776 24,813  24,765

293  528  533

3,188  4,278  4,218

74,011 21.4  105,878 31.8  100,645 28.9

186,057 53.7  182,085 54.7  187,622 53.9

  

-       -    2,646 0.8  2,897 0.8

  
Ⅰ -       -    28,363 8.5  28,363 8.1
Ⅱ -       -    34,947 10.5  34,948 10.0
Ⅲ -       -    73,888 22.2  79,595 22.9
Ⅳその他有価証券評価差額金 -       -    13,481 4.0  17,730 5.1
Ⅴ -       -   △ 1,285 △ 0.4 △ 642 △ 0.2
Ⅵ -       -   △ 1,003 △ 0.3 △ 2,233 △ 0.6

-       -    148,392 44.5  157,761 45.3

-       -    333,124 100.0  348,281 100.0

Ⅰ

1 資 本 金 28,363 8.2 -       -   -       -   

2 資 本 剰 余 金 34,948 10.1 -       -   -       -   

3 利 益 剰 余 金 77,876 22.5 -       -   -       -   

4 自 己 株 式 △ 2,256 △ 0.7 -       -   -       -   

株 主 資 本 合 計 138,931 40.1 -       -   -       -   
Ⅱ評価・換算差額等

1 その他有価証券評価差額金 18,086 5.2 -       -   -       -   

2 繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 611 0.2 -       -   -       -   

3 為替換算調整勘定 △ 607 △ 0.2 -       -   -       -   

18,091 5.2 -       -   -       -   
Ⅲ 3,323 1.0 -       -   -       -   

160,346 46.3 -       -   -       -   

346,404 100.0 -       -   -       -   

期　　　別

自 己 株 式

資 本 合 計

負債、少数株主持分及び資本合計

資 本 金

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

為替換算調整勘定

負 債 合 計

少 数 株 主 持 分

長 期 借 入 金

長 期 繰 延 税 金 負 債

少 数 株 主 持 分

資 本 の 部

退 職 給 付 引 当 金

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

そ の 他

固 定 負 債 合 計

そ の 他

流 動 負 債 合 計

固 定 負 債

社 債

負 債 の 部

流 動 負 債

支 払 手 形 及 び 買 掛 金

短 期 借 入 金

社債（１年以内償還）

コマーシャルペーパー

純 資 産 の 部

株 主 資 本

未 払 費 用

未 払 法 人 税 等

賞 与 引 当 金

返 品 調 整 引 当 金

売 上 割 戻 引 当 金

設 備 支 払 手 形

評価・換算差額等合計

純 資 産 合 計

負 債 純 資 産 合 計

⸀ ऀ ऀ



（２）中間連結損益計算書
（単位：百万円）

期      別 当中間連結会計期間 前中間連結会計期間 前連結会計年度

  科       目 金額 百分比 金額 百分比 金額 百分比

% % %
Ⅰ



（３）中間連結剰余金計算書
（単位：百万円）

期      別

  科       目

（資本剰余金の部）

Ⅰ資 本 剰 余 金 期 首 残 高 34,946 34,946

Ⅱ資 本 剰 余 金 増 加 高



(４)中間連結株主資本等変動計算書

当中間連結会計期間　（自 平成18年4月1日　　至 平成18年9月30日）
（単位：百万円）

平成18年3月31日残高 28,363 34,948 79,595 △ 2,233 140,673 17,730 -         △ 642 17,088 2,897 160,659

中間連結会計期間中の
変動額

利益処分による
剰余金の配当

△ 2,478 △ 2,478 △ 2,478

利益処分による
役員賞与金

△ 91 △ 91 △ 91

中間純利益 849 849 849

自己株式の取得 △ 31 △ 31 △ 31

自己株式の処分 0 8 8 8

連結子会社の増加による剰
余金増加高

1 1 1

株主資本以外の項目の中間
連結会計期間中の変動額
（純額）

356 611 35 1,003 426 1,429

中間連結会計期間中の
変動額合計

-         0 △ 1,719 △ 23 △ 1,741 356 611 35 1,003 426 △ 312

平成18年9月30日残高 28,363 34,948 77,876 △ 2,256 138,931 18,086 611 △ 607 18,091 3,323 160,346

株主資本

資本金 自己株式
株主資本
合計

資本
剰余金

利益
剰余金

その他
有価証券

評価差額金

為替換算
調整勘定

少数株主
持分

純資産
合計

評価・換算差額等

繰延ヘッジ
損益

評価・換算差
額等合計
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中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

１．連結の範囲に関する事項 

連結子会社 ２３社 

会社名 （株）明治フードマテリア、道南食品（株）、蔵王食品（株）、（株）ロンド、 

明治産業（株）、明治チューインガム（株）、岡山県食品（株）、四国明治（株）、 

太洋食品（株）、（株）明治スポーツプラザ、明治アクアスポーツ（株）、 

北里薬品産業（株）、（株）アステカ、 
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①ヘッジ会計の方法 

繰延ヘッジ処理によっております。 

なお、為替予約等については、要件を満たしている場合には振当処理に、金利スワップに

ついては、要件を満たしている場合には特例処理によっております 

②ヘッジ手段とヘッジ対象 

ヘッジ手段              ヘッジ対象 

為替予約取引等          外貨建債権債務及び外貨建予定取引 

金利スワップ取引        借入金 

③ヘッジ方針 

当社及び一部の連結子会社では、通常の営業過程における輸出入取引に係る為替変動リス

クを軽減するため、為替予約取引等を行っており、調達資金の金利変動リスクを軽減するた

め、金利スワップ取引を行っております。なお、投機目的のためのデリバティブ取引は行っ

ておりません。 

④ヘッジの有効性評価の方法 

為替予約等を外貨建債権債務取引に付すことで、将来の円貨でのキャッシュ・フローを固

定していることから、振当処理を実施しており、事後テストの要件は満たしております。ま

た、事前テストとして、為替予約等の契約締結時に当社及び連結子会社のリスク管理方針に

従っていることを確認しております。なお、特例処理によっている金利スワップについては、

ヘッジの有効性評価を省略しております。 

 

（７） その他中間連結財務諸表作成のための重要な事項 

消費税等の処理方法 

     消費税等の計上方法は税抜方式を採用しております。 

 

５．中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

手許現金、要求払預金及び取得日から 3ヶ月以内に満期の到来する流動性の高い、容易に換金可

能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資からなっております。 

 

（会計方針の変更） 

当中間連結会計期間より「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準第５

号 平成１７年１２月９日）及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」

（企業会計基準適用指針第８号 平成１７年１２月９日）を適用しております。 

従来の「資本の部」の合計に相当する金額は 156,411 百万円であります。 

なお、当中間連結会計期間における中間連結貸借対照表の純資産の部については、中間連結財務

諸表規則の改正に伴い、改正後の中間連結財務諸表規則により作成しております。 
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２．所在地別セグメント情報

当中間連結会計期間、前中間連結会計期間、及び前連結会計年度における全セグメントの売上高の合計に占める

「本邦」の割合が、いずれも９０％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。

３．海外売上高

当中間連結会計期間、前中間連結会計期間、及び前連結会計年度における海外売上高が、いずれも連結売上高の

１０％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

②リース取引関係

ＥＤＩＮＥＴにより開示を行なうため記載を省略しております。

 ③関連当事者との取引

該当事項はありません。
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④有 価 証 券 

１．その他有価証券で時価のあるもの

（単位：百万円）

取得原価
中間連結
貸借対照
表計上額

差　　額 取得原価
中間連結
貸借対照
表計上額

差　　額 取得原価
連結貸借
対照表計

上額
差　　額

(１)株　式 12,278 42,963 30,685 10,125 33,012 22,887 11,104 41,178 30,073

(２)債　券 -      -      -      100 98 △ 1 -      -      -      

(３)その他 177 188 11 176 176 0 177 199 22

　　合　計 12,455 43,152 30,696 10,401 33,288 22,886 11,281 41,378 30,096

２．時価評価されていない主な有価証券

（単位：百万円）

(１)その他の有価証券

　 非上場株式 1,139 1,117 1,147

優先出資証券 1,000 1,000 1,000

当中間連結会計期間、前中間連結会計期間及び前連結会計年度のいずれにおいても、該当事項はありません。

当中間連結会計期間末 前連結会計年度

（平成18年9月30日現在） （平成18年3月31日現在）

前中間連結会計期間末

（平成17年9月30日現在）

当中間連結会計期間末 前連結会計年度

（平成18年9月30日現在） （平成18年3月31日現在）

前中間連結会計期間末

（平成17年9月30日現在）

中間連結貸借対照表計上額 連結貸借対照表計上額



5．生 産 、 受 注 及び 販 売 の 状 況 

１．生産実績 

    当中間連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりです。

（単位：百万円）

当中間連結会計期間 前中間連結会計期間

(18/4～18/9) (17/4～17/9) 増 減 額

金額 金額

フード＆ヘルスケア事業 89,194 80,434 8,760 10.9

薬 品 事 業 37,107 36,223 883 2.4

ビ ル 賃 貸 事 業 他 － － －

   合             計 126,301 116,657 9,643 8.3

（注）１．金額は売価換算額で表示しております。

　　　２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．受注実績 

　　当社企業集団は、主に販売計画に基づいて生産計画を立てて生産しております。

　　一部受注生産を行っておりますが、受注高及び受注残高の金額に重要性はありません。

３．販売実績 

　　当中間連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりです。

（単位：百万円）

当中間連結会計期間 前中間連結会計期間

(18/4～18/9) (17/4～17/9) 増 減 額

金額 金額

フード＆ヘルスケア事業 132,705 122,686 10,019 8.2

薬 品 事 業 49,834 52,133 △ 2,299 △ 4.4

ビ ル 賃 貸 事 業 他 1,455 1,277 178 13.9

   合             計 183,995 176,097 7,898 4.5

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

前年同期比％

前年同期比％

構成比 ％

70.6

29.4

－

構成比 ％

68.9

31.1

－

100.0 100.0

0.8 0.7

72.1 69.7

27.1 29.6

構成比 ％ 構成比 ％

100.0 100.0
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６．連結事業別売上高内訳

当中間期

H18/4～H18/9

金額 構成比 金額 構成比 金額 前年比

132,705 72.1% 122,686 69.7% 10,019 8.2%

77,902 42.3% 72,772 41.3% 5,129 7.0%

20,649 11.2% 18,733 10.6% 1,915 10.2%

34,153 18.6% 31,179 17.7% 2,973 9.5%

49,834 27.1% 52,133 29.6% △ 2,299 △4.4％

41,870 22.8% 43,823 24.9% △ 1,953 △4.5％

7,963 4.3% 8,309 4.7% △ 345 △4.2％

1,455 0.8% 1,277 0.7% 178 13.9%

183,995 100% 176,097 100.0% 7,898 4.5%

（単位：百万円）



平成19年3月期 7.個別中間財務諸表の概要 平成18年11月9日

上 場 会 社 名 明治製菓株式会社 上場取引所 東証第１部

コ ー ド 番 号 2202 本社所在都道府県 東京都

(URL http://www.meiji.co.jp)

代表取締役 社長

お客様コミュニケーション部長 TEL (03) 3273 - 3355

決算取締役会開催日 配当支払開始日
単元株制度採用の有無　　       有(1単元　1,000　株)

１. 18年9月中間期の業績（平成18年4月1日～平成18年9月30日）

(1)経営成績 (注)金額は百万円未満を切り捨て

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

18年9月中間期 134 1,192

17年9月中間期 2,321 3,189

18年3月期 11,465 12,254

  

百万円 ％ 円　　銭

18年9月中間期 △62.0

17年9月中間期 －

18年3月期
(注)①期中平均株式数
    ②会計処理の方法の変更　　　 無
    ③売上高、営業利益、経常利益、中間(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率

(2)財政状態

百万円 百万円 ％ 円　　銭

18年9月中間期 47.1

17年9月中間期 46.7

18年3月期 47.1

(注)①期末発行済株式数

    ②期末自己株式数

　　③平成17年9月期および平成18年3月期の数値につきましては、従来の「株主資本」、「株主資本比率」および「１株当たり株主資本」
　　　を、「純資産」、「自己資本比率」および「１株当たり純資産」の欄にそれぞれ記載しております。

２．19年3月期の業績予想(平成18年4月1日～平成19年3月31日)

百万円 百万円 百万円

通  期

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）     10円 49銭 

３．配当状況

・現金配当

18年3月期 3.50 6.50 10.00

19年3月期(実績) 3.50 －

19年3月期(予想) － 3.50

※上記の予想は、現時点における事業環境において、入手可能な情報に基づき作成したものであります。
　実際の業績は、今後の様々な要因により予想値と異なる可能性があります。

7.00

中間期末 期末 年間

代 表 者 佐 藤 尚 忠

梅 本 隆 司

17年9月中間期18年9月中間期 383,343,324株381,251,802株

150.0

１株当たり配当金（円）

383,080,227株18年3月期

問 合 せ 先 責 任 者

平成18年11月9日

売　　上　　高

平成18年12月7日

経　常　利　益

7,876 20.34

1.68

△94.2

4.39

638

1,682

8.7 －

2.4

131,263

△62.6

営　業　利　益

総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産

289,125

中間(当期)純利益
１株当たり中間
(当期)純利益

134,463

314,946 148,353 389.15

302,786 141,538 369.25

316,698 149,280 391.31

18年9月中間期 381,228,955株 17年9月中間期 383,315,684株 18年3月期 381,267,792株

18年3月期 4,267,324株18年9月中間期 4,306,161株 17年9月中間期 2,219,432株

売　上　高 経 常 利 益 当 期 純 利 益

295,000 9,000 4,000
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（１）中間貸借対照表
（単位：百万円）

期      別 当中間期 前年中間期 前期

(平成18年9月30日現在) (平成17年9月30日現在) (平成18年3月31日現在)

  科       目 金額 構成比率 金額 構成比率 金額 構成比率

% % %

Ⅰ

 5,448  8,639  11,693

 3,519  3,531  3,564

 58,955  52,768  63,555

 39,741  40,135  36,563

 5,574  6,531  4,975

 8,675  10,581  7,768

△ 7 △ 13 △ 15

 121,906 38.7  122,174 40.4  128,105 40.5

Ⅱ   

１    

 62,820  65,362  63,827

 2,471  2,652  2,532

 28,878  29,668  29,109

 100  116  98

 1,662  1,876  1,731

 21,348  21,750  21,400

 2,261  1,076  1,593

 119,543  122,504  120,292

２    

 3,116  2,301  3,012

３    

 59,928  50,539  58,082

 11,395  6,210  8,148

△ 943 △ 943 △ 943

 70,380  55,806  65,287

 193,039 61.3  180,611 59.6  188,592 59.5

 314,946 100.0 302,786 100.0  316,698 100.0
  

資 産 の 部

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形

売 掛 金

た な 卸 資 産

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

流 動 資 産 合 計

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

構 築 物

機 械 装 置

車 両 運 搬 具

工 具 器 具 備 品

土 地

建 設 仮 勘 定

有 形 固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

８．個別中間財務諸表等

そ の 他

貸 倒 引 当 金

投資その他の資産合計

固 定 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産 合 計

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券
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 中間財務諸表作成の基本となる重要な事項  
 

１．資産の評価基準及び評価方法 

（１）有価証券 

① 子会社株式及び関連会社株式 

移動平均法による原価法。 

② その他有価証券 

時価のあるもの・・・中間決算末日の市場価格等に基づく時価法。 

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、 

売却原価は移動平均法により算定。） 

時価のないもの・・・移動平均法による原価法。 

（２）デリバティブ 

 時価法。 

（３）たな卸資産 

    商品、製品、半製品、仕掛品は総平均法による原価法。 

    原材料、貯蔵品は総平均法による低価法。 

 

２．固定資産の減価償却の方法 

（１）有形固定資産 

主として定率法によっております。但し、平成７年４月１日以降取得した不動産賃貸事業用の

建物・構築物等については定額法を採用しております。また、平成１０年４月１日以降取得し

た建物（建物附属設備を除く）については定額法によっております。 
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物・・・・・・・・・・１５年～５０年 

機械装置・・・・・・・・ ４年～ ９年 

 （２）無形固定資産 

  定額法によっております。 

なお、主な耐用年数は以下の通りであります。 

 のれん・・・・・・・・・・５年 

   自社利用のソフトウェア・・５年 

 

３．引当金の計上基準 

（１）貸倒引当金 

売上債権等の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念

債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

 （２）賞与引当金 

    従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、中間期末在籍従業員に対して、支給対象期

間に基づく賞与支給見込額を計上しております。 

（３）返品調整引当金 

販売した商品・製品の返品による損失に備えるため、中間期末売掛債権額に対し、実績の返品

率及び売買利益率を乗じた金額を計上しております。 

（４）売上割戻引当金 

販売した商品・製品の売上割戻に備えるため、割戻率を勘案して見込計上しております。 

（５）退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基

づき、当中間会計期間末において発生していると認められる額を計上しております。 

過去勤務債務については、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（４年）

による定額法により費用処理しております。 





 注記事項 

[中間貸借対照表関係］

１．有形固定資産の減価償却累計額 百万円 百万円 百万円

２．担保資産及び担保付債務
担保に供している資産は次のとおりであります。
有形固定資産 百万円 百万円 百万円
投資有価証券 1,832 百万円 1,444 百万円 1,926 百万円

担保付債務は次のとおりであります。
長 期 借 入 金 5,112 百万円 5,741 百万円 5,426 百万円
（一年以内返済予定長期借入金含む）

３．偶発債務
関係会社外の金融機関借入金につきましては、下記の支払保証を行っております。

百万円 百万円 百万円

４．手形（輸出手形）割引髙 128 百万円 66 百万円 76 百万円

５. 中間会計期間末日（事業年度末日）満期手形の会計処理
中間会計期間末日（事業年度末日）満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理
しております。なお、当中間会計期間の末日は金融機関の休日であったため、次の満期手形が
中間会計期間末日残高に含まれております。

受 取 手 形 853 百万円 - 百万円 - 百万円

[中間損益計算書関係］

１．特別利益の主要な項目
固定資産売却益 181 百万円 244 百万円 909 百万円

２．特別損失の主要な項目

固定資産廃棄損 839 百万円 475 百万円 850 百万円

３．減価償却実施額

有形固定資産 5,678 百万円 5,903 百万円 百万円

無形固定資産 245 百万円 177 百万円 397 百万円
合 計 5,923 百万円 6,081 百万円 百万円

[中間株主資本等変動計算書関係］

当中間会計期間 （自 平成18年4月1日　至 平成18年9月30日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

自 己 株 式

普 通 株 式

合       計

①［リース取引関係］

ＥＤＩＮＥＴにより開示を行なうため記載を省略しております。

②［有価証券関係］

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるもの

　該当事項はありません。

4,267 54 15 4,306

4,267 54 15 4,306

当 中 間 会 計 期 間 末
株 式 数

当 中 間 会 計 期 間
減 少 株 式 数

当 中 間 会 計 期 間
増 加 株 式 数

前 事 業 年 度 末
株 式 数

12,736

26,812 26,241

(千株）

当中間期 前年中間期 前    期

12,339

当中間期 前年中間期 前    期

6,558 10,517 9,820

196,630 192,118 196,058

25,508
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